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市議会だより

　西仙北地域土川床畑地区でどっしりとした茅葺
き屋根の住家を見ることができます。
　なつかしく心が安らぐひとときで、いつまでも
残しておきたい風景です。　　
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第
４
回
定
例
会
11
月
29
日（
木
）～
12
月
18
日（
火
）20
日
間

人
　
事
　
案

▽
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

　
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　（
全
会
一
致
で
同
意
）

・
伊
藤
忠
志
氏
（
南
外
悪
戸
野
・
再
推
薦
）

条
例
案
・
単
行
案

　

第
４
回
定
例
会
は
11
月
29
日
に
招
集
さ
れ
、
12
月
18
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
第
１
日
目
に
は
専
決
処
分
報
告
１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
条
例
案
13
件
、
単
行
案
16
件
、
補
正

予
算
案
10
件
の
合
計
41
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
第
２
日
目
と
第
３
日
目
に
は
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、
５
人
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
市
当
局
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
第
４
日
目
の
最
終
日
に
は

付
託
さ
れ
た
委
員
長
報
告
及
び
表
決
が
行
わ
れ
、
神
岡
中
央
公
園
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

は
否
決
、
他
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
追
加
提
案
さ
れ
た
大
曲
庁
舎
・
互
助
会
館

耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
の
請
負
契
約
の
変
更
、
議
員
提
出
の
議
員
定
数
を
削
減
し
、
28
人
と
す
る
条

例
案
な
ど
に
つ
い
て
は
同
意
、
原
案
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

▽
大
仙
市
移
動
通
信
用
鉄
塔
設
置
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

携
帯
電
話
の
不
感
地
帯
を
解
消
す
る
た
め
に

南
外
地
域
に
整
備
し
て
い
る
移
動
通
信
用
鉄
塔

の
供
用
を
開
始
す
る
た
め
に
関
係
条
例
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。、
総
事
業
費
は
見
込
み
で
２
，

３
１
８
万
４
千
円
で
す
。

▽
南
外
多
目
的
集
会
施
設
設
置
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

公
共
施
設
の
見
直
し
計
画
に
基
づ
き
、
高

野
地
域
多
目
的
集
会
所
（
南
外
地
域
）
を
地
元

自
治
会
に
譲
渡
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▽
保
育
所
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

大
仙
市
立
児
童
福
祉
施
設
等
法
人
化
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
南
外
保
育
園
を
社
会
福
祉
法
人

大
空
大
仙
に
移
譲
す
る
こ
と
に
伴
い
、
市
立
保

育
園
が
全
て
法
人
立
と
な
る
こ
と
か
ら
廃
止
す

る
も
の
。

　

他
、
12
件
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
権

改
革
一
括
法
に
よ
り
改
正
及
び
制
定
す
る
も
の

で
、
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
15
件
）

　（
14
件
を
全
会
一
致
で
原
案
可
決
、
１
件
を

　 

賛
成
少
数
で
否
決
）

　
可
決
さ
れ
た
施
設
名
等

▼
上
淀
川
エ
コ
対
策
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

神
岡
中
央
公
園
等
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
を
否
決

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
平

成
25
年
を
迎
え
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
日
頃
よ
り
、
議
会
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
昨
年
末
に
埼
玉
県
で
開
催
さ

れ
た
第
40
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
全
国
大
会
に
お
い
て
、
大
曲
中
学
校

吹
奏
楽
部
が
３
年
連
続
の
最
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
当
市
議
会
に
は
数
年
前
よ
り
他
県

か
ら
行
政
視
察
に
訪
れ
る
議
会
が
増
え
、
そ

の
視
察
内
容
の
多
く
は
「
学
力
向
上
対
策
に

つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。
全
国
学
力
テ
ス
ト

に
お
い
て
、
常
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
っ
て

い
る
の
も
、
大
仙
市
教
育
方
針
に
掲
げ
る

「
学
校
力
を
高
め
、
家
庭
・
地
域
社
会
に
信

頼
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
『
生
き
る
力
』
を

豊
か
な
も
の
に
す
る
学
校
教
育
」
が
生
か
さ

れ
、
３
年
連
続
最
優
秀
賞
の
快
挙
を
成
し
得

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
大
会
で
花

館
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と
、
協
和
中
吹
奏

学
部
が
銀
賞
、
一
般
部
門
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
ジ
ッ
プ
も
銅
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、

皆
様
の
大
活
躍
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
、
市
で
は
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
、
仙

北
組
合
総
合
病
院
の
移
転
改
築
を
柱
と
し
た

大
曲
通
町
市
街
地
再
開
発
事
業
に
着
手
い
た

し
ま
し
た
。
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
中
心
市
街
地
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
工
事
完
了

予
定
の
平
成
27
年
６
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
大
曲
駅

前
を
中
心
に
住
み
よ
く
活
気
の
あ
る
ま
ち
が

創
り
出
さ
れ
る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

議
会
で
は
、
一
昨
年
に
制
定
し
た
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
会
議
の
原
則
公
開
、
市

政
懇
談
会
の
実
施
、
対
面
式
演
壇
に
よ
る
一

問
一
答
方
式
導
入
等
の
議
会
改
革
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
議
員
定
数
に
お
い
て
は
、
将

来
の
予
測
と
展
望
を
考
慮
し
、
さ
ら
に
市
政

懇
談
会
で
の
市
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

現
行
30
人
の
定
数
を
２
人
減
の
28
人
と
し
、

平
成
25
年
９
月
に
執
行
予
定
の
一
般
選
挙
か

ら
適
用
す
る
「
大
仙
市
議
会
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
」
を
第
４
回
定
例
会
で
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
主
権
の
時
代
に
対
応
し
た
二

元
代
表
制
の
も
と
に
議
会
の
権
能
を
さ
ら
に

強
化
し
、
議
事
進
行
に
お
け
る
自
由
討
議
の

導
入
、
当
初
予
算
説
明
会
の
開
催
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
（
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改

善
）
に
基
づ
く
決
算
審
査
等
、
一
歩
一
歩
で

は
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
議
会
改
革
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
常
に
調
査
研
究
、
研
鑽
を
積
み

重
ね
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
二
元
代
表
制
」
の
も
と
に

　
議
会
の
権
能
を
さ
ら
に
強
化

大仙市議会
議長　鎌田　正
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議
員
定
数
条
例
制
定
の
可
決
に
つ
い
て

      

議
員
定
数
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

橋
本
五
郎　

　

本
市
議
会
は
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
平

成
23
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
の
最
高

規
範
と
し
て
の
「
議
会
基
本
条
例
」
を
全
会
一

致
で
可
決
・
制
定
し
同
年
10
月
１
日
に
施
行
し

ま
し
た
。
こ
の
条
例
の
第
20
条
に
は
「
議
員
定

数
」
に
関
す
る
条
文
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
達
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
21

年
12
月
に
議
員
定
数
検
討
委
員
会
（
委
員
９

名
）
を
設
け
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
経
済
不
況
や
雇
用
状
況
の
悪
化
、

そ
し
て
人
口
減
（
大
仙
市
合
併
時
９
万
６
千
人

超
・
平
成
23
年
８
月
９
万
人
を
割
り
込
む
）
な

ど
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
行
・
財

政
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
他
の
市

町
村
議
会
で
は
、
自
ら
の
判
断
に
よ
り
議
員
定

数
を
削
減
す
る
傾
向
が
顕
著
に
表
れ
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
も
県
内
各
市
や
東
北
各
県
及
び

新
潟
県
の
類
似
団
体
と
、
人
口
・
面
積
・
議
員

報
酬
及
び
議
員
定
数
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
億
２
，

０
０
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
を
４
５
９
億
３
，
０
４
２
万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

等
の
予
防
接
種
に
係
る
経
費
の
補
正
２
，

３
９
５
万
８
千
円
、
市
道
の
街
路
灯
に
係
る
維

持
管
理
経
費
の
補
正
２
，
１
７
９
万
５
千
円
、

障
が
い
者
医
療
給
付
費
の
補
正
、
対
象
者
の
増

に
伴
う
扶
助
費
１
，
３
８
６
万
４
千
円
、
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
へ
の
補
助
金

５
０
９
万
４
千
円
、
雇
用
創
出
助
成
金
の
対
象

者
増
加
に
伴
う
支
援
に
７
８
０
万
円
、
中
学
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
・
東
北
大
会
派

遣
費
補
助
３
９
８
万
１
千
円
、
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
事
業
は
補
助
認
定
園
児
の
増
加
に
伴
い

４
１
８
万
２
千
円
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
１
９
８
万
３
千
円
の
補
正
、
他
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
追
加
提
案
の
大
曲
庁
舎
・

互
助
会
館
耐
震
補
強
及
び
改
修
工
事
請
負
契
約

費
２
，
２
３
２
万
５
，
１
０
０
円
の
増
額
も
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
10
箇
所
で
実
施
し
た
「
市
政
懇
談
会
」
で

の
「
市
民
の
声
」
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
議
員

定
数
の
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
「
市
民
の
多
様
な
要
望
を
吸
収
し

行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
」
は
勿
論
で
あ
り
ま

す
が
、
議
会
・
委
員
会
の
活
性
化
と
充
実
を
図

り
つ
つ
、
将
来
の
予
測
と
展
望
を
考
慮
し
た
結

果
、「
議
員
自
ら
が
定
数
の
削
減
を
図
る
必
要

が
あ
る
。」
と
の
結
論
に
至
り
、
地
方
自
治
法

91
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
議
員
の
定
数
を

現
行
の
30
人
か
ら
２
人
減
の
28
人
と
す
る
こ
と

に
し
、
条
例
を
提
案
し
、
第
４
回
定
例
会
４
日

目
の
本
会
議
で
可
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

補 

正 

予 

算

２
人
減
と
す
る
議
員
定
数
条
例
を
可
決

　

＝
上
淀
川
町
内
会

▼
太
田
北
部
墓
園
＝
太
田
町
北
部
墓
園
墓
地
使

　

用
者
組
合

▼
太
田
東
部
墓
園
＝
太
田
町
東
部
墓
園
墓
地
使

　

用
者
組
合

▼
大
仙
市
ま
ほ
ろ
ば
唐
松
中
世
の
館
等
＝
む
つ

　

み
造
園
土
木
株
式
会
社

▼
刈
和
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
＝
刈
和
野

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

▼
小
杉
山
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
＝
小
杉
山

　

自
治
会

▼
神
岡
中
央
公
園
屋
内
多
目
的
施
設
等
＝
特
定

　

非
営
利
活
動
法
人
大
仙
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
玉
川
荘
＝
下
大
戸
町
内
会

▼
西
仙
北
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
＝
社
会

　

福
祉
法
人
大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
水
沢
世
代
交
流
福
祉
館
＝
水
沢
温
泉
運
営
委

　

員
会

▼
小
種
世
代
交
流
福
祉
館
＝
小
種
部
落
協
議
会

▼
中
淀
川
世
代
交
流
福
祉
館
＝
中
淀
川
部
落
協

　

議
会

▼
荒
川
福
祉
会
館
＝
荒
川
福
祉
会
館
運
営
委
員
会

▼
沢
内
高
齢
者
健
康
増
進
ふ
れ
あ
い
館
＝
沢
内

　

自
治
会

【
各
々
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間
の
指
定
】

▲利用者の安全確保の観点から
　否決となった神岡中央公園

▲全国で最優秀賞に輝いた大曲中
　学校吹奏楽部のマーチングバ
　ンド

　
大
仙
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）

第
91
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
仙
市

議
会
の
議
員
の
定
数
は
、
28
人
と
す
る
。

　
　
附
則

　
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、

同
日
以
降
に
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
一
般

選
挙
か
ら
適
用
す
る
。

▲議員定数検討委員会から議長へ条例案を提出
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質
問

大
仙
市
の
現
状
と
課

題
、
次
の
市
政
の
重
点
施
策
と

公
約
を
伺
う
。

市
長

平
成
25
年
度
当
初
予

算
編
成
方
針
で
「
重
点
施
策
」

と
し
て
掲
げ
て
い
る
５
つ
の
分

野
、
未
来
を
創
り
心
豊
か
な
人

を
育
む
「
子
育
て
教
育
」、
将
来

と
も
健
や
か
に
安
心
で
き
る
暮

ら
し
に
不
可
欠
な
「
地
域
医
療
」、

地
域
の
活
力
創
出
の
源
泉
と
な

る
「
雇
用
」、
本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
り
元
気
な
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
る
「
農
業
振
興
」、
昨
年

の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し

た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

構
築
す
る
た
め
の
「
防
災
」
な

ど
は
、
本
市
が
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
政
策
分
野
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
負
託
を

受
け
、
市
政
運
営
の
舵
取
り
役

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
際
に
は

「
次
の
一
手
」
と
し
て
「
市
政
は

質
問

毎
年
２
億
円
前
後

の
繰
り
出
し
を
続
け
て
い
く

の
か
、
事
業
を
拡
大
し
収
益

の
改
善
を
図
る
か
、
個
人
・

法
人
に
経
営
を
委
託
す
る
か
、

譲
渡
し
た
方
が
良
い
の
か
、

判
断
す
る
時
期
で
は
な
い
の

か
。市

長

精
神
科
単
科
の
病

院
で
あ
り
、
大
曲
市
で
昭
和

42
年
度
か
ら
厚
生
連
へ
業
務

を
委
託
し
て
い
た
が
、
平
成

４
年
度
で
契
約
が
解
除
と
な

り
、
翌
年
か
ら
市
が
直
営
で

運
営
し
て
き
た
。

　

平
成
21
年
度
に
は
精
神
科

訪
問
看
護
、
医
療
相
談
業
務
、

障
が
い
者
の
社
会
復
帰
と
自

立
生
活
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
の
連
携
に
よ
り
就
労

の
場
を
提
供
す
る
な
ど
経
営

の
効
率
化
に
努
め
て
い
る
。

　

診
療
報
酬
的
に
不
採
算
と

な
る
症
状
や
療
養
環
境
に
あ

る
患
者
に
医
療
の
提
供
を
行

う
こ
と
は
自
治
体
病
院
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
、
グ
ル
ー

市
民
の
た
め
に
」
と
い
う
基
本

理
念
の
も
と
、
今
、
そ
し
て
将

来
の
本
市
の
姿
、
い
わ
ば
「
大

局
」
を
見
据
え
な
が
ら
諸
課
題

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
、
き
め

細
や
か
な
施
策
を
し
っ
か
り
と

前
進
さ
せ
「
市
民
と
行
政
と
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
さ
ら

な
る
推
進
、
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
の
確
立
に
向
け
た
改
革

の
徹
底
な
ど
を
総
合
的
か
つ
一

体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
産
業
振
興
と
雇
用
対
策

質
問

大
仙
市
農
業
６
次
産

業
化
推
進
会
議
で
の
検
討
結
果

と
新
た
な
農
業
振
興
策
に
つ
い

て
の
対
応
。

市
長

平
成
23
年
７
月
に
設

置
し
た
「
大
仙
市
６
次
産
業
化

推
進
会
議
」
で
は
、
同
年
11
月

か
ら
「
６
次
産
業
化
事
業
要
望

調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
、
５

つ
の
農
業
法
人
と
２
つ
の
任
意

団
体
か
ら
回
答
が
あ
り
、
そ
の

内
容
は
新
規
の
取
り
組
み
が
６

プ
ホ
ー
ム
等
の
施
設
を
設
置

す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
運

営
改
善
に
努
め
て
い
る
。

上
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事

業
を
統
合
で
き
な
い
か
。

質
問

水
の
供
給
は
住
民

の
日
常
生
活
に
と
っ
て
最
も

基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

雄
物
川
の
水
位
に
よ
り
水 

量
が
左
右
さ
れ
る
地
域
も
あ

る
こ
と
か
ら
上
水
道
事
業
と

簡
易
水
道
事
業
を
統
合
し
て

は
ど
う
か
。

市
長

公
営
水
道
と
し
て
、

大
曲
地
域
の
上
水
道
事
業
と

21
の
簡
易
水
道
事
業
及
び
１

小
規
模
水
道
事
業
に
よ
り
水

道
水
を
供
給
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
市
内
全
域
の
簡

易
水
道
事
業
の
統
合
を
目
指

し
、
安
定
的
な
経
営
基
盤
を

確
立
す
る
た
め
水
道
料
金
の

統
一
、
増
額
改
定
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

補
助
率
に
お
い
て
有
利
な

件
、
規
模
拡
大
が
１
件
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
市
に
お
け

る
農
業
法
人
な
ど
の
経
営
は
、
周
年

で
の
生
産
や
販
売
、
特
に
冬
期
間
の

収
益
確
保
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

こ
の
た
め
冬
期
間
で
も
可
能
な
水
耕

栽
培
や
菌
床
し
い
た
け
な
ど
の
施
設

園
芸
作
物
、
農
産
物
の
加
工
分
野
な

ど
に
引
き
続
き
支
援
を
行
い
、
農
業

収
益
の
向
上
に
よ
る
後
継
者
の
確
保

や
雇
用
の
場
の
拡
大
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
む
。

災
害
時
の
安
全
、
安
心
対
策

質
問

小
規
模
集
落
の
防
災
対

策
に
つ
い
て

市
長

山
間
部
等
の
集
落
散
在

地
域
に
お
い
て
は
、
孤
立
集
落
と
外

部
と
の
通
信
手
段
の
確
保
が
重
要
に

な
る
。
市
で
は
現
在
衛
星
携
帯
電
話

の
貸
与
や
携
帯
電
話
不
感
区
域
の
解

消
を
行
い
な
が
ら
通
信
手
段
の
確

保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

＊
橋
村
議
員
は
こ
の
他
に
「
ま
ち
づ

く
り
会
社
に
つ
い
て
」
の
質
問
も
行

い
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
で
施
設
の
更

新
・
改
修
の
機
会
に
隣
接
す
る

簡
易
水
道
の
地
勢
的
な
条
件
を

勘
案
し
な
が
ら
、
連
絡
管
の
接

続
に
よ
る
で
き
る
か
ぎ
り
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
簡
易
水
道
の
統
合
が

完
了
し
た
後
の
経
営
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
、
上
水
道
事
業
と

の
連
携
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

だいせんの会

橋 村 　 誠 議員

新 政 会

渡邊秀俊  議員

Ｑ　

三
期
目
の
市
長
選
の
公
約
は

Ｑ　

市
立
大
曲
病
院
を
民
営
化

　
　
　
　
　

す
る
考
え
は
な
い
か　

Ａ　

子
育
て
教
育
・
地
域
医
療

　
　

雇
用
・
農
業
振
興
・
防
災

Ａ　
診
療
報
酬
的
に
不
採
算
と
な
る　

　
　

療
養
環
境
に
あ
る
患
者
へ
の
医

　
　

療
提
供
は
自
治
体
病
院
の
責
務　

　

一般質問

一
般
質
問

５
人
の
議
員
が
市
政
全
体
に
わ
た
り
市
当
局
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

４

▲市立大曲病院



だいせん市議会だより　平 25.1

Ｑ　

仙
北
組
合
総
合
病
院
改
築
後

　
　
　

  

の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て

質
問

市
民
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
病
院
と
な
る
た
め

に
は
医
師
、
看
護
師
及
び
職

員
等
の
法
定
医
療
従
事
者
充

足
率
を
満
た
す
こ
と
は
も
と

よ
り
、
資
質
の
向
上
が
必
要

と
考
え
る
が
、
厚
生
連
に
対

し
、
約
７
億
７
千
万
円
の
支

援
を
行
う
市
と
し
て
、
ど
う

関
与
し
て
い
く
の
か
。

市
長

仙
北
組
合
総
合
病

院
の
医
師
の
充
足
率
は
、
平

成
24
年
５
月
現
在
で
研
修
医

を
除
い
て
も
１
０
２
・
７
％

と
法
定
の
医
師
数
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

診
療
科
に
お
い
て
は
、
常
勤

医
が
不
在
な
科
や
医
師
が
不

足
し
て
い
る
科
が
あ
り
、
新

病
院
の
開
院
に
向
け
各
科
に

お
い
て
医
師
が
充
足
で
き
る

よ
う
、
病
院
と
し
て
医
師
確

保
に
努
力
し
て
い
る
。
ま
た
、

医
療
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
医
師
部
門
、
看
護
部

門
及
び
事
務
部
門
の
各
部
門

で
医
院
外
・
医
院
内
で
の
研

質
問

平
成
25
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
一

般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
入
れ

や
国
保
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
で
、
引
き
上
げ
な
い
よ
う

求
め
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長

平
成
25
年
度
は
前

期
の
国
保
運
営
安
定
化
計
画
の

最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
税
率

見
直
し
年
度
と
な
っ
て
い
る
が
、

計
画
で
想
定
し
た
医
療
給
付
費

等
の
伸
び
率
よ
り
実
績
は
若
干

下
回
っ
て
推
移
し
て
い
る
こ
と

や
、
24
年
の
国
保
税
課
税
標
準

額
が
農
業
者
個
別
所
得
補
償

等
に
よ
り
増
加
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
国
保
財
政
調
整
基

金
残
高
が
年
度
末
で
約
５
億
円

と
見
込
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
勘
案
し
て
当
初
予
算
編

成
し
、
税
率
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
。

質
問

人
間
ド
ッ
ク
へ
の
助

成
額
は
平
成
20
年
度
よ
り
縮

減
さ
れ
た
。
特
定
健
診
が
始
ま

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
健
診
費

用
を
無
料
に
す
る
た
め
配
分
調

修
等
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問

移
転
改
築
後
の
市

民
等
（
患
者
）
に
対
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
向
上

に
向
け
、
改
築
に
深
く
関
わ

っ
た
市
と
し
て
、
厚
生
連
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
関
与
し

て
い
く
の
か
。

市
長

患
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
が
求
め
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
「
医
療
や
看
護
技
術

の
向
上
」「
高
度
専
門
医
療

の
充
実
」
な
ど
の
医
療
本
来

の
こ
と
と
、「
待
ち
時
間
の

解
消
」「
売
店
、
駐
車
場
な

ど
の
施
設
の
充
実
」
な
ど
の

施
設
や
待
遇
な
ど
の
改
善
を

考
え
て
い
る
。

　

病
院
の
運
営
に
関
す
る
協

議
の
場
と
し
て
「
仙
北
組
合

総
合
病
院
運
営
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
、
大
仙
市
か
ら
は

議
長
と
私
が
委
員
と
な
っ
て

お
り
、
運
営
委
員
会
で
市
民

の
声
を
届
け
て
い
く
。
さ
ら

に
、
市
民
要
望
等
に
つ
い
て
、

整
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
よ
う

だ
が
、
特
定
健
診
の
受
診
率
は

依
然
と
し
て
低
く
、
一
方
で
高

額
療
養
費
が
年
々
増
加
し
て
い

る
。
市
民
の
健
診
意
向
の
低
下

や
病
状
悪
化
に
よ
る
医
療
費
増

大
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
考
え

る
。
人
間
ド
ッ
ク
は
ガ
ン
や
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
し
て

半
日
～
１
日
で
可
能
で
、
日
中

働
く
市
民
に
と
っ
て
は
便
利
な

検
査
で
あ
る
。
し
か
し
受
診
料

が
高
け
れ
ば
躊
躇
す
る
も
の
。

多
く
の
市
民
が
気
軽
に
日
帰
り

ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
現

在
の
助
成
額
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
よ
う
求
め
る
が
見
解
を
伺

う
。市

長

国
保
の
健
康
づ
く

り
事
業
と
し
て
24
年
度
か
ら
は

国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
年
齢

を
35
歳
に
引
き
下
げ
、
禁
煙
助

成
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な

ど
し
て
お
り
、
人
間
ド
ッ
ク
助

成
額
の
引
き
上
げ
は
実
施
せ
ず
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
見
直
し
で
新

た
な
健
康
づ
く
り
事
業
を
展
開

よ
り
き
め
細
か
く
意
見
交
換
が

で
き
る
よ
う
な
「
市
と
病
院
に

よ
る
協
議
の
場
」
な
ど
の
設
置

を
病
院
側
に
提
案
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

市民クラブ

佐 藤 隆 盛  議員

日本共産党

佐 藤 文 子  議員

Ｑ　

25
年
度
国
保
税
引
き
上
げ
を

　
　
　
　
　

行
わ
な
い
よ
う
に

Ａ　
「
市
と
病
院
に
よ
る
協
議
の

　
　

場
」
の
設
置
を
提
案

Ａ　
規
定
を
下
回
る
医
療
給
付
費
の
伸
び

　
　

率･

財
政
調
整
基
金
５
億
円
見
込
み

　
　

な
ど
を
勘
案
し
検
討
す
る

一般質問

一
般
質
問

５
人
の
議
員
が
市
政
全
体
に
わ
た
り
市
当
局
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

５

▼

病
院
の
工
事
状
況
を
視
察
　
　

　
す
る
企
画
産
業
常
任
委
員

し
た
い
。

水
道
施
設
の
耐
震
化
促
進

質
問

東
日
本
大
震
災
後
、

水
道
施
設
の
耐
震
化
促
進
に
向
け

た
国
庫
補
助
が
拡
大
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
積
極
的
に
活
用
し
、
市
民

の
水
道
料
金
負
担
に
転
嫁
さ
せ
る

こ
と
な
く
耐
震
化
を
す
す
め
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
当
市
上
水
道
施

設
の
今
後
の
耐
震
化
・
更
新
事
業

計
画
と
事
業
費
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

宇
津
台
浄
水
場
（
築

造
後
50
年
以
上
）
は
平
成
27
年
度

か
ら
施
設
更
新
を
実
施
予
定
で
事

業
費
24
億
円
程
度
を
見
込
む
。
玉

川
浄
水
場
（
整
備
後
40
年
以
上
）

は
平
成
25
年
度
に
耐
震
診
断
を
予

定
し
て
い
る
。
管
路
に
つ
い
て
は

採
用
し
て
き
た
管
種
は
全
て
耐
震

管
で
あ
り
、
今
後
実
施
す
る
工
事

に
お
い
て
も
耐
震
化
を
図
っ
て
い

く
。

＊
佐
藤
文
子
議
員
は
こ
の
他
に

「
い
じ
め
の
な
い
学
校
・
社
会
に
つ

い
て
」
の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。
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市
補
助
金
の
精
査
と

　
　
　

  　
　
　

検
証
を
求
め
る　

６

質
問

平
成
24
年
度
予
算

に
お
け
る
補
助
金
の
実
態
と

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

市
単
独
補
助
金
は

２
４
０
種
類
、
13
億
７
，
５

０
０
万
円
で
あ
り
、
大
仙
ふ

く
し
会
、
大
空
大
仙
の
法
人

化
等
に
６
億
３
，
６
０
０
万

円
を
財
政
支
援
し
て
い
る
。

　

な
お
、
各
団
体
の
運
営
費

に
対
し
、
補
助
金
支
出
の
終

期
の
な
い
も
の
も
見
ら
れ
、

会
計
状
況
を
今
一
度
精
査
し
、

事
業
費
補
助
に
転
換
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。質

問

補
助
金
審
査
委
員

会
の
提
言
を
受
け
、
内
部
検

討
・
精
査
が
十
分
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
財
政
の
厳
し
さ
が

増
加
す
る
大
仙
市
の
現
状
か

ら
し
て
、
補
助
金
は
市
民
の

為
に
有
効
活
用
さ
れ
、
公
益

上
必
要
と
さ
れ
る
性
質
の
も

の
で
あ
り
、
適
切
に
執
行
さ

れ
る
一
元
化
さ
れ
た
組
織
の

構
築
が
急
務
と
思
う
が
、
認

識
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長

補
助
金
は
本
来
、

「
自
助
努
力
し
て
も
な
お
不

足
す
る
分
を
補
助
す
る
」
を

基
本
に
、
交
付
継
続
の
既
得

権
化
を
排
除
し
、
合
併
協
議

に
よ
る
方
向
性
が
曖
昧
な
ま

ま
統
合
し
た
補
助
金
の
廃
止

や
縮
小
、
終
期
の
設
定
等
の

提
言
を
い
た
だ
き
、
改
善
と

見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

　

庁
舎
内
の
検
証
、
管
理
体

制
に
つ
い
て
は
、
対
象
団
体

の
財
務
、
活
動
状
況
の
内
容

を
把
握
し
、
精
査
し
な
が
ら

執
行
し
て
い
る
が
、
必
要
性

が
低
下
し
た
り
、
そ
の
役
割

を
終
え
た
補
助
金
も
あ
り
、

見
直
し
を
し
た
い
。

　

な
お
、
補
助
金
の
予
算
計

上
、
執
行
に
至
る
検
証
が
各

課
に
委
任
さ
れ
る
事
か
ら
、

今
一
度
、
統
一
化
基
準
を
示

し
、
庁
舎
内
体
制
整
備
に
向

け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

議
員
指
摘
の
庁
舎
内
通
帳

管
理
の
事
実
も
あ
り
、
早
期
の

改
善
と
移
管
を
進
め
た
い
。

仙
北
東
部
上
水
道
計
画
の
推
進

を
質
問

真
木
ダ
ム
代
替
に
伴

う
仙
北
東
部
地
区
上
水
道
事
業

計
画
の
進
展
と
事
業
規
模
を
伺

う
。市

長

平
成
19
年
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
国
庫
補

助
採
択
要
件
の
加
入
率
90
％
を

下
回
る
結
果
で
あ
っ
た
が
、
必

要
性
、
緊
急
性
の
検
討
を
加
え
、

実
施
計
画
に
登
載
し
、
25
年
度

か
ら
28
年
度
ま
で
の
４
年
間
で

総
事
業
費
約
９
億
８
千
万
円
を

予
定
し
て
い
る
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

効
率
性
の
観
点
よ
り
、
高
い
加

入
率
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
住

民
の
方
々
、
簡
水
組
合
と
十
分

に
協
議
を
重
ね
、
実
施
に
向
け

て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

※
本
間
議
員
は
こ
れ
ら
の
他
に

「
高
齢
化
の
増
大
に
伴
う
介
護
、

医
療
等
業
務
の
一
元
化
」
の
質

問
も
行
い
ま
し
た
。

大 地 の 会

本間輝男 議員

Ａ　

全
庁
統
一
化
基
準
を
示
し

　
　
　
　

体
制
整
備
を
構
築
す
る

一般質問

　
　

画
的
な
経
営
改
革
に
よ
り
、
実
質
的
に
指

　
　

定
管
理
料
は
無
料
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

２
．
施
設
の
改
築
等
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

　
　

が
、
当
局
と
の
綿
密
な
打
合
せ
の
う
え
に

　
　

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

◎
史
跡
の
里
交
流
プ
ラ
ザ「
柵
の
湯
」に
つ
い
て

１
．
経
営
改
革
や
多
様
な
企
画
で
指
定
管
理
料

　
　

は
無
料
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

２
．
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を
活
用
し
た
一
層
の

　
　

努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
南
外「
ふ
る
さ
と
館
」に
つ
い
て

１
．
年
間
１
，
８
０
０
万
円
の
指
定
管
理
料
だ

　
　

が
、
維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
。

２
．
隣
接
す
る
介
護
予
防
施
設
「
ぬ
く
も
り
の

　
　

郷
」
と
の
両
立
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
。

◎
中
里
温
泉
に
つ
い
て

１
．
利
用
者
の
減
少
、
震
災
に
よ
る
自
粛
ム
ー

　
　

ド
な
ど
か
ら
、
資
金
繰
り
も
厳
し
い
状
況

　
　

に
あ
る
。

２
．
経
営
改
革
目
標
達
成
の
努
力
と
と
も
に
、

　
　

老
朽
化
の
進
む
施
設
の
改
善
に
つ
い
て
検

　
　

討
が
必
要
。

　
　
　
　
　
　
（
委
員
長　

藤
井
春
雄　

記
）

　

平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
設
置

さ
れ
た
本
特
別
委
員
会
は
、
早
急
に
審
査
を

要
す
る
４
施
設
（
八
乙
女
温
泉
さ
く
ら
荘
・

道
の
駅
協
和
・
ぬ
く
も
り
温
泉
ユ
メ
リ
ア
・

健
康
文
化
活
動
拠
点
セ
ン
タ
ー
ペ
ア
ー
レ
大

仙
）
に
つ
い
て
経
営
改
善
の
目
標
と
具
体
策

を
ま
と
め
、
中
間
報
告
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
は
、

温
泉
の
残
り
５
施
設
に
つ
い
て
審
査
を
し
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
中
間
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
温
泉
施
設
の
共
通
事
項
と
し
て

１
．
各
施
設
が
連
携
し
、
市
の
観
光
資
源
が

　
　

有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

　
　

ほ
し
い
。

２
．
運
営
計
画
書
や
報
告
様
式
を
統
一
し
、

　
　

施
設
間
の
比
較
検
討
が
で
き
る
よ
う
に

　
　

し
て
ほ
し
い
。

３
．
入
湯
税
の
処
理
方
法
を
統
一
し
て
ほ
し

　
　

い
。

◎
神
岡
交
流
セ
ン
タ
ー「
嶽
の
湯
」に
つ
い
て

１
．
利
用
者
が
平
成
10
年
度
の
ピ
ー
ク
時
か

　
　

ら
年
々
減
少
を
続
け
、
平
成
22
年
度
で

　
　

は
、
約
４
割
減
の
状
況
に
も
か
か
わ
ら

　
　

ず
、
指
定
管
理
料
は
、
無
料
で
運
営
さ

　
　

れ
て
い
る
。

２
．
平
成
28
年
度
ま
で
の
経
営
改
革
目
標
が

　
　

達
成
出
来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

３
．
源
泉
の
再
掘
削
や
改
修
工
事
等
も
あ
り
、

　
　

入
浴
料
を
３
０
０
円
か
ら
４
０
０
円
に

　
　

改
正
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
経

　
　

営
側
も
新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で

　
　

ほ
し
い
。

◎
協
和
温
泉
「
四
季
の
湯
」
に
つ
い
て

１
．
ス
キ
ー
場
等
関
連
施
設
と
の
連
携
と
計

▲委員会での審査の様子

公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
中
　
間
　
報
　
告
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決
算
審
査
を
終
え
て

　

決
算
審
査
は
、
議
会
の
権
能
で
あ
る
監
視
と

評
価
の
使
命
を
果
た
し
、
そ
の
成
果
を
新
年
度

予
算
へ
反
映
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
、
正
副
委
員
長
、
各
分
科
会

正
副
会
長
に
よ
る
会
議
で
、
決
算
審
査
指
針
を

確
認
す
る
と
共
に
各
実
施
事
業
の
計
画
、
実
行
、

評
価
、
改
善
が
解
る
審
査
用
資
料
や
、
不
納
欠

損
額
、
収
入
未
済
額
に
関
す
る
詳
細
資
料
の
作

成
と
提
出
を
求
め
ま
し
た
。

　

審
査
の
経
過
、
主
な
審
査
意
見
は
後
記
載
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
か
ら
８
年
、
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
市

街
地
再
開
発
に
よ
る
仙
北
組
合
総
合
病
院
移
転

改
築
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
並
行
し
て
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
、
子
育
て
支
援
、
若

者
雇
用
、
定
住
促
進
、
学
力
向
上
対
策
、
市
民

の
安
全
・
安
心
対
策
な
ど
行
政
需
要
は
拡
大
多

様
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
合
併
に
よ

る
国
の
交
付
税
等
の
優
遇
措
置
終
了
も
控
え
、

健
全
な
財
政
運
営
へ
の
心
構
え
が
必
要
で
あ
り
、

ま
さ
に
こ
れ
か
ら
が
合
併
の
真
価
が
問
わ
れ
ま

す
。

　

今
回
の
決
算
審
査
過
程
で
は
各
委
員
か
ら
施

策
の
改
善
点
や
拡
大
充
実
す
べ
き
点
等
を
述
べ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
意
見
等
を
新
年
度
予

算
編
成
に
反
映
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
当
局
に

要
望
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
方
法
、
意
見
の
と
り
ま
と
め
な
ど
ま

だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
も
あ
り
ま
す
が
。
二
元

代
表
制
の
下
、
議
会
の
使
命
を
し
っ
か
り
と 

果
た
し
、
決
算
審
査
が
「
人
が
活
き
、
人
が
集

う
夢
の
あ
る
田
園
交
流
都
市
」
の
実
現
の
た
め

に
役
立
つ
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
決
算
審
査
結
果

◎
平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

　

審
査
は
11
月
５
日
か
ら
９
日
の
５
日
間
委
員

会
及
び
分
科
会
を
開
催
し
、
最
終
日
の
９
日
に

は
各
分
科
会
会
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
表
決

を
行
い
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
反
対
討
論
が
あ

り
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
各
特
別
会
計
は
討
論
は

な
く
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
委
員
会

で
は
決
し
ま
し
た
。

　

第
４
回
定
例
会
初
日
（
11
月
29
日
）
に
委
員

長
報
告
後
、
質
疑
、
討
論
、
表
決
を
行
な
い
、

一
般
会
計
は
人
件
費
の
削
減
が
含
ま
れ
て
お
り

反
対
で
あ
る
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛

成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
各
特
別
会
計
は

全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

第４回定例会で審査内容
を述べる金谷道男決算特
別委員長

▲決算特別委員会での分科会審査報告

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

　
新
年
度
予
算
へ
の
反
映
を
要
望

【
総
務
民
生
分
科
会
】

①
実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
が

下
が
る
と
と
も
に
、
実
質
収
支
が
増
え
、
財

政
調
整
基
金
が
22
億
円
を
超
え
る
な
ど
、
財

政
は
健
全
な
方
向
に
進
ん
で
い
る
が
、
合
併

特
例
期
間
の
期
限
を
迎
え
る
平
成
27
年
度
以

降
、
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
て
い
く
な
ど
、

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
起
債
の
繰
上
償
還
、
借
り
換
え
及

び
発
行
額
抑
制
な
ど
の
取
り
組
み
は
評
価
で

き
る
が
、
各
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
に
つ

い
て
抑
制
を
図
る
な
ど
、
引
き
続
き
財
政
の

健
全
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
東
日
本
大
震
災
で
は
、
い
ち
早
く
岩
手
県

遠
野
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
を
設

け
、
支
援
活
動
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
全
国

の
自
治
体
に
先
駆
け
て
災
害
廃
棄
物
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
守
る
た
め
「
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
実
施
し

て
い
る
こ
と
は
、
全
国
自
治
体
の
「
範
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
迅
速
か
つ
先
進
的

な
取
り
組
み
を
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
企
画
産
業
分
科
会
】

①
地
域
協
議
会
や
地
域
振
興
事
業
費
（
地
域

枠
）
に
つ
い
て
、
市
民
、
地
域
協
議
会
及
び

市
な
ら
び
に
議
会
が
共
通
の
認
識
の
も
と
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
く
よ
う
に
制
度
を
改
善
す
る
こ

と
を
検
討
さ
れ
た
い
。

②
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
、
集

落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
や
自
治
組
織
の
活

力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
集
落
支
援
員
を

活
用
し
た
小
規
模
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策

事
業
や
「
が
ん
ば
る
集
落
」
活
性
化
支
援
事

業
は
、
集
落
・
自
治
組
織
の
維
持
活
性
化
に

有
効
で
あ
り
、
今
後
の
事
業
成
果
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
周
知
・
支
援
に
努

め
ら
れ
た
い
。

【
教
育
福
祉
分
科
会
】

①
社
会
福
祉
法
人
の
自
立
に
つ
い
て
、
法
人

化
計
画
に
基
づ
い
た
施
設
の
移
行
が
完
了
し

た
後
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
て

公
平
な
財
政
支
援
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
に
つ
い
て
、
各
地
域

で
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
が

地
域
の
特
色
を
生
か
し
開
催
さ
れ
て
お
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
特
に

中
高
年
齢
層
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ど
れ
く
ら
い
健
康
保
持
に
繋
が
る

の
か
、
そ
の
調
査
等
を
行
い
、
数
値
の
面
か

ら
も
検
証
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ら

れ
た
い
。

【
建
設
水
道
分
科
会
】

①
道
路
や
河
川
の
維
持
管
理
費
、
改
良
事
業

費
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
人
口
や
市
道
の
総

延
長
で
予
算
配
分
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

合
併
以
来
、
各
地
域
間
に
大
き
な
格
差
が
生

じ
て
い
る
。
平
成
25
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
強
力
に
格
差
を
是
正
し
、
各
地

域
の
要
望
に
応
じ
て
、
繰
り
延
べ
さ
れ
て
い

る
事
業
等
へ
の
優
先
的
な
予
算
配
分
を
求
め

た
い
。

②
簡
易
水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
・
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
の
使
用
料
及
び
受
益
者

負
担
金
（
分
担
金
）
の
不
納
欠
損
処
理
に
つ

い
て
は
、
分
納
等
の
方
策
を
進
め
、
時
効
の

中
断
が
な
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
分
科
会
の
主
な
決
算
審
査
意
見
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　当委員会では、条例案１件、単行案４件、補正予算案４件、陳情３件、専決処分報告１件を審査しました。
　専決処分報告は衆議院議員選挙費用４，９５８万５千円の補正予算。上淀川エコ対策コミュニティセンター、
太田北部墓園及び太田東部墓園の指定管理者の指定については、それぞれ原案を可決すべきものと決しました。
　予算案の中で乳幼児や子どもの医療費が増えていることの原因として、所得制限を引き上げたことから医療
が受け易い環境になったとの答弁がありました。また、特定地域の住民の福祉向上に寄与する環境保全基金の
使途について、説明資料をもっと分かり易く表記するよう指摘がありましたが、審査の結果、原案を可決すべ

きものと決しました。
　また、「再生可能エネルギー導入事業」について、そこへ行くま
での道路の確保に問題のあるユメリアを防災拠点とするべきでな
いとの意見がありましたが、日本海側で大規模な地震や災害が発
生した場合、大仙市で最大の宿泊、収容能力のあるユメリアを第
１候補としたものであり、災害発生からある程度落ち着いた段階
で避難していただくことを想定している、との答弁があり、審査
した結果原案を可決すべきものと決しました。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長　渡邊秀俊　記）

　当委員会に審査付託（※２）となりました案件は、条例案３件、単行案１件、一般会計補正予算案２件で、
条例案３件と単行案１件については異議無く原案を可決すべきものと決しました。
　また、一般会計補正予算では、「農地集積協力金事業費」について、地域の中心となる経営体への農地集積や
分散化した農地の連担化を推進するため、協力農業者への支援を行うものであるが、補助事業を農業経営体別に分類し、制度
の説明ができるような、農家にとってわかりやすい資料の作成を要望し、原案を可決すべきものと決しました。同じく「フイ
ルムコミッション推進事業費」については、韓国ドラマ「アイリス２」のロケ誘致に取り組みロケ地での花火費用やロケ隊を
支援するもので、質疑において「観光客の誘客に向けた受け入れ体制の整備や隣接している市と連携した広域的な取り組みが
必要」との意見が出され、「市と商工会議所とフイルムコミッション及び県と共に進めたい」との答弁があり、審査した結果
原案を可決すべきものと決しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長　茂木　隆　記）

　当委員会に審査付託となりました案件は、条例案２件、単行案 10 件、補正予算案３件、陳情５件であり、条例案、補正予
算案については異議なく原案を可決すべきものと決しました。
　また、「神岡中央公園屋内多目的施設等の指定管理者の指定について」は、指定管理者が変更になった理由、責任の所在、
さらに、今後の行政の関わり方等の質疑が出されました。当局は変更になった理由を、新たに選定されたＮＰＯ法人が事業展
開によって地元を盛り上げていきたいという強い意欲をもっていることをあげ、また、責任の所在は、市の公共施設であるこ
とから市に責任があり、施設管理運営など市が責任をもってＮＰＯ法人を支援してまいりたいとの答弁がありました。今後の
行政の関わり方については、現在、市が推進している『地元の団体が地元施設を管理運営、そして地元住民とともに自主事業
を展開していく総合型地域スポーツクラブの育成』という観点からも、事業効果を期待しており、今後業務に支障が生じない
よう、市の担当課が指導を行い、安定した経営を目指してまいりたいとの答弁がありました。ほかにも質疑がありましたが、
その他の議案を含め、原案を可決すべきものと決しました。
　陳情については、２件を「継続審査」とし、ほか３件は、「不採択」と決しました。　　　　　（委員長　大山利吉　記）

　当委員会では、条例案８件、単行案２件、補正予算案６件を審査しました。
　条例案の「大仙市営住宅等の整備基準を定める条例の制定について」では、委員から「退去後のリフォームの負担はどのよ
うにしているのか。」との質疑に、「３ヶ月分の敷金でリフォームするが、障子等、消耗品に関する費用で敷金を超えた部分は
入居者が負担し、設備の劣化による修繕料は市が負担する。」との答弁がありました。また、神岡中央公園等の指定管理者の
指定では、公募によって神岡地域の大仙スポーツクラブが２５年度から管理委託を受けることの説明を受けましたが、委員か
ら「笹倉公園のような遊具のあるところで事故が起きた場合の責任は負えるのか。」との質疑に「保険に入りキッチリと責任
を果たしていく。」との答弁がありました。しかし、反対討論で「大仙スポーツクラブは指定管理業務のほとんどを再委託し
ており、安全・安心の確保から反対する。」との発言があり、採決の結果「否決」すべきものと決し、その他の議案について
は原案を可決すべきものと決しました。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（副委員長　佐藤清吉　記）
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建設水道常任委員会

西仙北ぬく森温泉「ユメリア」



だいせん市議会だより　平 25.1

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

総
合
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
研
修

　

愛
媛
県
松
山
市
の
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
都
市
機
能

の
集
中
と
路
面
電
車
や
自
転
車
の

利
用
を
促
進
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
推
進
、
ゴ
ミ
の
発
生
抑
制
、

再
利
用
、
再
生
を
進
め
る
循
環
型

都
市
の
推
進
、
節
水
型
機
器
や
雨

水
利
用
設
備
の
導
入
に
よ
る
節
水

型
都
市
の
推
進
、
年
平
均
気
温
16.5

度
、
年
間
日
照
時
間
２
千
時
間
の

地
の
利
を
生
か
し
た
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー
シ

テ
ィ
の
推
進
の
４
つ
の
項
目
を
進

め
て
、
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い

る
状
況
で
し
た
。
そ
の
他
に
夏
目

漱
石
の
「
坊
ち
ゃ
ん
」、
正
岡
子

規
の
俳
句
を
活

用
し
、
こ
と
ば

の
チ
カ
ラ
を
松

山
の
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
る
姿
勢
は
、

見
習
う
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
が
作
っ
た
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

俳
句
が
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
大
き

く
張
り
出
さ
れ
、
あ
た
た
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の

ひ
と
つ
「
退
職
し
て　

帰
っ
て
き

ま
し
た
松
山
へ　

マ
ド
ン
ナ
と
」

が
電
車
広
告
に
あ
り
ま
し
た
。

　

高
知
市
の
自
主
防
災
組
織
の
状

況
と
市
役
所
近
く
に
位
置
し
免
震

構
造
を
有
し
、
災
害
対
策
本
部
の

他
に
保
健
所
、
歯
科
医
師
、
薬
剤

師
、
医
師
、
そ
れ
に
消
防
の
通
信

指
令
室
を
有
す
る
総
合
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
南

海
地
震
を
想
定
し
た
自
主
防
災

組
織
は
69
％
、
町
内
会
単
位
に

５
０
４
、
組
織
さ
れ
、
水
防
、
初

期
消
火
、
津
波
避
難
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、

育
成
事
業
の
予
算
が
県
補
助
金
２

分
の
１
が
あ
る
に
し
て
も
、
年
間

６
，
８
０
０
万
円
と
の
こ
と
、
特

に
防
災
訓
練
や
学
習
会
に
関
し
て

は
上
限
10
万
円
と
し
な
が
ら
、
毎

年
申
請
し
て
も
良
い
と
し
て
い
る

点
で
、
年
間
１
２
０
団
体
が
利
用

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
市
も
毎
年
地
区
単
位
で
大
が
か

り
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
防
災
意
識

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
が
町
内
会
単
位

で
の
訓
練
へ
の
対
応
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
委
員
長　

渡
邊
秀
俊　

記
）

外
国
語
教
育
の
取
り
組
み
・
精
神

科
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
研
修

　

当
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、

去
る
10
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
の

３
日
間
、
京
都
府
京
都
市
並
び
に

宇
治
市
へ
行
政
視
察
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

  

京
都
市
で
は
市
立
嵯
峨
小
学
校

を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
校
は
明
治

５
年
に
創
立
さ
れ
、
そ
の
学
区
は

広
大
な
面
積
に
名
所
史
跡
が
多
く
、

校
門
か
ら
望
む
校
舎
の
外
観
も
、

他
に
は
見
ら
れ
な
い
歴
史
的
な
風

格
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
佇
ま
い
の
中
、
校
内
に
も
国

の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
狂
言
に
つ
い
て
、『
嵯
峨

狂
言
ク
ラ
ブ
』
が
誕
生
し
て
お
り
、

保
存
会
の
方
々
の
指
導
を
受
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
外
国
語
教
育
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」、
は
じ
め
に
３
年
生
の

外
国
語
の
授
業
を
参
観
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
い
き
い
き
と
し
た
授

業
へ
の
参
加
、
先
生
の
根
気
強
い

指
導
。
そ
の
中
で
も
既
に
学
習
し

た
表
現
を
活
か
し
な
が
ら
新
し
い

表
現
を
加
え
て
い
く
こ
と
で
、
子

ど
も
達
に
必
要
以
上
に
付
加
を
与

え
な
い
こ
と
、
発
音
や
文
法
の
正

し
さ
は
低
学
年
で
は
求
め
ず
、
興

味
を
持
ち
楽
し
く
会
話
す
る
こ
と

に
重
点
を
お
く
こ
と
、
そ
し
て
毎

日
子
ど
も
達
が
授
業
に
つ
い
て
各

自
記
録
し
、
そ
の
記
録
に
よ
っ
て

先
生
方
が
個
々
の
理
解
の
度
合
い

を
把
握
し
、
指
導
す
る
こ
と
。
こ

う
い
っ
た
ひ
と
つ
の
流
れ
が
小
学

校
の
み
な
ら
ず
、
中
学
校
で
も
行

き
届
い
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
し

た
。
先
生
方
も
小
学
校
、
中
学
校

と
い
う
枠
を
越
え
、
小
学
校
か
ら

の
取
り
組
み
が
進
学
す
る
こ
と
で

途
切
れ
る
こ
と
な
く
移
行
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

  

特
に
英
語
は
小
学
校
か
ら
高
等

学
校
ま
で
必
ず
学
び
ま
す
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
、
苦
手
意
識
の
高

い
教
科
で
も
あ
り
ま
す
。
好
き
に

な
る
き
っ
か
け
を
小
学
校
の
授
業

等
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
回
の
視
察
で
の
取
り
組
み
を
当

局
に
も
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

  

次
に
、
宇
治
市
で
は
当
市
に
も

あ
り
ま
す
精
神
科
病
院
を
訪
問
し
、

病
院
の
管
理
運
営
、
医
師
の
確
保
等

に
つ
い
て
伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

  

同
病
院
は
症
例
が
多
い
こ
と
か
ら

医
師
の
確
保
は
十
分
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
運
営
等
に
つ
い
て
は
当
市

と
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ

の
他
、
待
ち
時
間
の
解
消
、
カ
ル
テ

の
管
理
の
仕
方
等
、
意
見
の
交
換
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、
市
役
所
等
で
の

視
察
で
は
な
く
、
現
場
を
訪
問
と
い

う
形
に
な
り
ま
し
た
が
、
直
接
担
当

さ
れ
て
い
る
方
々
に
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
伺
う

こ
と
が
叶
い
、
今
後
実
施
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　
（
委
員
長　

大
山
利
吉　

記
）

◆
総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
先
進
地
に
学
ぶ
！

◆
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

高知市で研修を行う総務民生常任委員

府立洛南病院で研修を行う教育福祉常任委員

外国語授業を参観

校門からの嵯峨小学校の外観

９



Jan.2013　DAISEN　City　Council　News 10

水
道
施
設
の
包
括
的
管
理
委
託
・

小
水
力
発
電
・
駅
周
辺
都
市
再
生

整
備
計
画
等
に
つ
い
て
研
修

　

去
る
10
月
17
日
か
ら
10
月
19
日

ま
で
の
３
日
間
、
神
奈
川
県
南
足

柄
市
及
び
静
岡
県
富
士
宮
市
へ
行

政
視
察
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

南
足
柄
市
は
足
柄
山
の
金
太
郎

で
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
研

修
で
は
、
職
員
の
退
職
等
に
よ
り

水
道
管
理
技
術
の
継
承
が
難
し
く
、

災
害
時
な
ど
の
対
応
が
困
難
な
状

況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
間
の

技
術
力
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
す
る
た
め
水
道
施
設
の
管
理
委

託
を
平
成
17
年
度
か
ら
行
っ
て
お

り
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
複
数
年

に
よ
る
包
括
的
管
理
委
託
を
行
い
、

担
当
職
員
３
名
の
削
減
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
管
理
業
者
は
神
奈

川
県
で
実
績
の
あ
る
業
者
で
、
水

道
料
金
の
徴
収
に
つ
い
て
も
委
託

し
て
お
り
、
全
国
展
開
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
、
未
納
も
少
な
く

な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
小
水

力
発
電
に
つ
い
て
は
、
浄
水
場
の

取
水
を
利
用
し
、
浄
水
場
の
電
気

を
賄
っ
て
い
る
が
、
設
備
保
守
の

費
用
等
を
考
え
る
と
採
算
は
あ
わ

な
い
が
、
自
然
環
境
保
全
へ
の
効

果
は
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

富
士
宮
市
は
、
富
士
山
の
玄
関

口
で
あ
り
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
富
士

宮
や
き
そ
ば
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
富
士
宮
駅
周
辺
の

整
備
を
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

等
に
よ
り
平
成
16
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
、
県
や
市
の
他
事
業

を
効
率
的
に
取
り
入
れ
、
浅
間
大

社
を
中
心
に
道
路
と
歩
道
の
バ
リ

ヤ
フ
リ
ー
化
、
公
園
整
備
、
景
観

形
成
施
設
、
身
延
線
高
架
事
業
、

駅
南
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
踏
切

改
良
、
電
線
の
地
中
化
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

第
２
期
と
し
て
平
成
21
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
の
計
画
も
実
施

中
と
の
こ
と
で
し
た
。
身
延
線
高

架
事
業
に
つ
て
は
、
昭
和
44
年
か

ら
立
体
交
差
の
話
が
あ
り
、
住
民

の
反
対
な
ど
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
、

国
の
補
助
を
得
て
、
Ｊ
Ｒ
の
負
担

が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
平

成
19
年
に
よ
う
や
く
認
可
が
出
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
現
場
視
察
も

行
い
、
電
線
の
地
中
化
や
道
路
の

バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
を
視
察
し
、
広
々

し
た
清
潔
な
町
並
み
を
拝
見
い
た

し
ま
し
た
。

　

以
上
で
あ
り
ま
す
が
、
大
仙
市

で
も
効
率
的
な
行
政
運
営
の
た
め
、

水
道
施
設
管
理
委
託
等
の
提
言
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
（
委
員
長　

竹
原
弘
治　

記
）

　

大
仙
市
議
会
は
昨
年
の
11
月
12

日
夜
、
大
曲
青
年
会
議
所
と
の
市

政
懇
談
会
を
開
催
し
、
同
会
議
所

三
浦
淳
子
理
事
長
ら
参
加
者
25
名

と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

同
会
議
所
か
ら
議
会
の
仕
組
み

や
市
の
施
策
、
財
政
状
況
等
に
つ

い
て
学
び
た
い
と
開
催
の
依
頼
が

あ
っ
た
も
の
で
、
一
昨
年
に
大
仙

市
議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
市

政
懇
談
会
が
制
度
化
さ
れ
て
か
ら
、

毎
年
６
月
定
例
会
後
に
開
催
さ
れ

る
各
地
域
で
の
市
政
懇
談
会
を
除

い
て
初
め
て
他
団
体
等
か
ら
の
開

催
依
頼
に
基
づ
く
市
政
懇
談
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

高
橋
幸
晴
議
会
運
営
副
委
員
長

か
ら
議
会
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

ま
た
、
武
田
隆
議
会
改
革
推
進
会

議
委
員
長
よ
り
議
会
改
革
の
状
況

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、

平
成
23
年
度
決
算
特
別
委
員
会
の

金
谷
道
男
委
員
長
よ
り
決
算
の
概

要
に
併
せ
て
市
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
、

防
災
対
策
や
災
害
時
の
対
応
に
関

す
る
質
問
の
ほ
か
、
地
域
で
活
動

す
る
青
年
経
済
人
ら
し
く
雇
用
対

策
や
少
子
化
対
策
、
観
光
に
関
す

る
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
中
央
の
景
気
に
左
右
さ
れ
る
企

業
誘
致
に
頼
る
よ
り
も
既
存
の
企

業
や
産
業
を
成
長
さ
せ
る
取
り
組

み
に
力
を
い
れ
る
べ
き
」
と
の
意

見
や
「
統
合
に
よ
る
空
き
校
舎
を

地
元
企
業
と
連
携
し
て
有
効
利
用

す
る
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
要
望
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

大
仙
市
議
会
で
は
議
会
で
の
審

議
状
況
や
審
議
過
程
に
つ
い
て
報

告
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
方
か

ら
の
ご
提
言
や
ご
意
見
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
べ
く
、
ご
要
望
が
あ

れ
ば
い
つ
で
も
ど
こ
へ
で
も
出
向

き
市
政
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
近
く
お

知
り
合
い
の
議
員
ま
た
は
議
会

事
務
局
（
６
３
︱

１
１
１
１
内
線

３
０
４
）
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

◆
建
設
水
道
常
任
委
員
会

大
曲
青
年
会
議
所
と
の「
市
政
懇
談
会
」を
開
催

富士宮市で研修を行う
建設水道常任委員

▲市政懇談会で質問をする会員

▲質問に答える議員

議長交際費（10 月 1 日～ 12 月 31 日）

摘　要　　　　　件数　　　　　金　　　額
弔　意　　　　　１件　　　　１０, ０００円
慶　祝　　　　１5件　　　　９７，０００円
協　賛　　　　　６件　　　　５０, ８４３円
　計　　　　　２２件　　　１５７, ８４３円
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「市政懇談会」における市行政に対する要望・提言等の回答（市長より）
　６月２５日から２９日まで開催した、「市政懇談会」において、市民の皆様からいただいた市政に関するご意見・ご要望
のうち、以下の要望・提言等について、９月２０日、市長へ要望書を提出し、１１月２８日付けで回答を得ましたので、
ご報告いたします。
　なお、大仙市議会で調査した要望・提言等については、議会ホームページに掲載します。

ご要望・ご提言等の概要 市長の回答
　ご要望をいただきました内小友地区の空き家につきましては、本年４月５日に空き家所有者の親族へ連絡を取
り、翌日に現地調査をしております。また、５月８日には所有者に対して周囲に迷惑がかからないような措置をするよ
うに指導しております。現在、所有者等により、飛散した屋根のトタンは処分され、トタンが剥離した箇所にはブルー
シートが張られるなど一定の対策が講じられております。
　空き家対策につきましては、昨年の１２月２６日に「大仙市空き家等の適正管理に関する条例」を制定し、今年の
１月から本格的に取り組んでおり、全国で初めて行政代執行による家屋の解体を行ったところであります。
　現在、市で把握している各地域の空き家の数につきましては、大曲５６３件、神岡１１７件、西仙北１６６件、中仙
１４６件、協和１６８件、南外８１件、仙北８９件、太田９９件、合計１，４２９件であります。建物の状況については、危
険度を３段階に分けた場合、危険度が高い物件が６４件、中程度の物件が１１４件、危険度が低い物件が１，２３
８件で、その他判定ができていない物件等が１３件となっております。
　また、４月以降に風害等により屋根のトタンが飛散したなどの苦情が９３件ありました。危険度が高い空き家のうち
２０件は既に解体したところであり、この内の１１件は市の指導・助言に応じて自主的に所有者が解体したところで
あります。残り９件は、条例第１０条の助成制度を活用して解体しております。さらに、補助金を活用して解体を計画
している空き家は７件、補助金を活用せずに自主的に解体を計画している空き家は３件となっております。
  空き家対策につきましては、所有者が近くに住んでいなことや、所有権等の複雑な問題を抱えている事例も多く、
その対策には多くの時間を要しますが、市民の皆様の安全・安心の確保に向け、引き続き条例に基づいた対応を
行ってまいります。

　大曲駅前第二地区土地区画整理事業は、平成元年度に事業着手しておりますが、これまでに社会情勢の変
化に合わせ、４回の事業計画の変更を行い、事業年度を平成２７年度までとし、総事業費を２９８億円としておりま
す。
　土地区画整理事業は道路・水路等の公共施設を整備すると同時に、個々の宅地の条件を考慮しながら、最も
利用しやすいように宅地の再配置を行う事業であることから、道路整備だけを行う街路事業よりも事業期間が長く
なります。平成２３年度末までの事業進捗率は８７．９％であり、事業は概ね計画通りに進んでおります。しかしなが
ら、住民には都市計画道路中通線のJRアンダーパス前後の道路整備に時間を要していることから、遅れているよ
うに見えているものと考えております。
　中通線は、大曲駅の東西を結ぶ幹線道路であることから、早期開通に向けて事業を進めて来ており、平成２５
年度中に大曲黒瀬町の飯田線交差点から、JRアンダーパスをとおり、大花団地入口先の市道四ツ屋大曲線まで
の延長４５１ｍを供用開始する計画であり、駅東線までの全線は平成２７年度を予定しております。
　また、住民に対する事業説明については、土地区画整理事務所で発行している「大曲のまちづくり」で行ってお
ります。特に、大花町地区については、町内会総会や役員会の中で事業説明を行っており、今年８月５日には大花
町地区の権利者全員を対象に事業説明会を開催しております。
　今後は、事業も残り３年となっていることから、事務所主催の説明会を年１回は開催し、事業の年次計画などき
め細やかな説明を行い、事業に対する住民のご理解とご協力をいただきながら、事業の推進を図ってまいりたいと
考えております。

　要望箇所の交差点は、国道１３号・大曲西道路・市道坪立線が十字に交差する交差点で、イオンショッピング
センターに隣接しております。
　ご要望を受け、再度、現地確認調査を実施しましたが、朝の出勤時や休日の時に市道坪立線から、大曲西道
路、国道１３号に向かう車両が、交差点から約１００ｍ程一時的に信号待ちで並ぶのを確認しておりますので、今
後も引き続き交通量調査などを行い交差点の状況を注視してまいります。
　要望箇所の国道１３号から古四王神社に向かう市道古四王際国道１３号の拡幅については、平成２２年度に
和合振興会から要望があり調査しております。国道１３号イオンショッピングセンターからＪＲ奥羽本線古四王際踏
切間のうち、国道１３号から２００ｍで市道宝門清水鰌沼線とＴ字交差しており、この区間の幅員はＷ＝１０ｍで整
備されております。その続きは、延長Ｌ＝１００ｍ　幅員Ｗ＝５．３ｍの未整備区間で古四王集落への十字路交差
点となっております。その先、古四王際踏切までの区間は延長Ｌ＝３００ｍ　幅員Ｗ＝７ｍで整備されております。要
望区間については、国道１３号のバイパスとイオンショッピングセンターの完成により通勤、通学、買い物等で交通
量が増加し、特に冬期間の車両の交差等ができないため危険な状況であることを確認しております。
　当路線の改良事業については、必要性を考慮して、大仙市総合計画「実施計画」の平成２３年度の見直し時
に登載させております。
　道路改良事業においては、緊急度、必要性、予算等を勘案した上で、地元関係者のご理解とご協力を得なが
ら、実施にむけて進めてまいります。

【空き家対策について】

　強風時に隣家の空き
家から飛来による被害
の恐れがあるので対応
してもらいたい。

【市当局による市政懇
談会の開催について】

　部課長による懇談会
の開催要望があったの
で、検討を願いたい。

【道路整備について】

　和合地区交差点改
良と国道から古四王神
社に向かう道路の拡幅
等の要望があったの
で、検討を願いたい。

【大花町再開発事業に
ついて】

　事業が遅れているこ
とについて、住民に対
する説明が少ない。道
路だけでも早く開通さ
せることはできないかと
の要望があったので、
併せて検討されたい。

　今般の要望のような懇談会形式のものとしては、地域から懇談会の申し入れがあった場合に、特別職が出席し
事情をお伺いしているほか、事前に要望が示されている場合には、その要望事項を所管する課長等が出席する
地区行政懇談会などがあります。さらに、担当部署においては、必要に応じて各種説明会や委員会などの諸会議
を開催しており、これらも市民の皆様からのご意見やご要望をいただく機会となっております。
　また、現在、市では、市長自らが市民の声をお聞きする「市長面会日」を設けているほか、個別具体的なご質問
やご意見については、常時担当部署において、担当者を始め、部課長が電話や窓口でお伺いしております。なお、
文書による要望に対しては「市民の声」として、市の関係部署による検討後、回答を差し上げております。
　このように様 な々機会を捉えながら、市民の要望がある毎に関係の部署が　それにお答えできるよう対応してお
りますが、今後とも自治会などから特定の行政課題について要請があれば、部課長による懇談会を開催してまいり
ます。
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ご要望・ご提言等の概要 市長の回答

　主要地方道湯沢・雄物川・大曲線の田町郵便局周辺の歩道と車道の段差につきましては、今年度、県におい
て高畑陸橋の交差点から若葉町のローソンまで（Ｌ＝１６４ｍ）の歩道の整備を実施しております。来年度も継続で
田町郵便局前の歩道を整備する予定と伺っておりますので、歩道と車道の段差は解消されるものと考えておりま
す。
　市道飯田線の大曲高校プール交差点の歩道と車道の段差につきましては、平成２４年１０月５日に現地を調査
した結果、歩道と車道の段差が約５センチあることを確認しております。今後、歩行者の快適な通行を確保するた
め、早期に舗装でのすりつけで対処する予定であります。
　市民会館小ホールの正面玄関前の段差につきましては、元々縁石（車止め）が設置されていたものが風化等
により砕け、突起状になっているものであります。高齢者や障がいをお持ちの方、自転車通行者の方々にとりまして
は、小さな段差や突起物も障害物になることから、１０月１５日に対応しております。

【バリアフリー化につい
て】

　田町郵便局周辺、
大曲高校プール交差
点、市民会館小ホー
ルなどの改善要望が
あったので、検討され
たい。

　３歳児健診時の障がい検査につきましては、平成２４年第２回市議会定例会の杉沢千恵子議員の一般質問
で答弁しておりますが、平成２４年度中に３歳児健診と健診後の支援体制について検討を行い、平成２５年度の３
歳児健診からは、発達に課題のある子どもの早期発見・早期支援を強化していくため、臨床心理士を新たに配置
することとしております。このため、７月４日に臨床心理士を配置している潟上市へ保健師５名が視察研修を行い、
今後の取り組みについての助言等を頂いたところであります。
　また、８月２７日に医師を含めた健診スタッフが、秋田県医療養育センター臨床心理士を講師に「発達検査と乳
幼児健康診査について」のテーマで発達検査の方法や検査の考え方、発達支援が必要な保護者への関わり方
や３歳児健診事後支援事業について研修会を開催しております。
　今後の３歳児健診体制につきまして、健診医・臨床心理士及び保健師等の健診スタッフ間の情報共有と共通
理解のもとに、子どもの心身の健康について安心して相談できる場とし、子どもの発達上の問題だけにとらわれる
ことなく、子育て支援を主とした保護者の心情や課題を受容し、それに配慮した健診体制を考えてまいります。ま
た、３歳児健診への臨床心理士の配置につきましては、子どもの発達に関する「不安や心配の度合い」について
の相談や子どもへの関わりの支援としての重要な役割を担うことから、経験のある方を配置する予定となっており
ます。

【３歳児健診について】

　３歳児健診時点での
発達障がい検査に対
する判定は、臨床心
理士の経験者を採用
するなど、十分慎重に
行われたい。

　神岡地域にある車道１０箇所歩道３箇所の消雪施設については、修繕を含めた維持管理を専門業者による電
気設備及び散水管の保守点検を実施しており、降雪前に故障の把握と修理を行うなど、降雪期に適切な運転が
できるよう整備に努めているところであります。なお、散水不良の大半の原因は、配管やノズルの目詰まりとなってい
るものであり、その都度取り替えや修繕を行っております。
　次に、西仙北地域内のグリーンロードの除雪についてでありますが、市は県との「道路ネットワークに係わる協働
内容に関する覚書」に基づき、県と協働で定期的な道路パトロールや、区間内の道路の雪崩等の情報収集を
図っております。今後も、市道路の安全性、円滑性を確保するため、地域の特性を踏まえ道路パトロールを強化し、
降雪の状況を把握しながら、県除雪と市除雪に不備がないよう連携を図りながら路面の確保に努めてまいります。
　次に、仙北地域の除雪についてでありますが、除雪の指摘箇所が特定出来ませんが、除雪延長１７５ｋｍを２４
台の機械で作業実施しており、各路線事情にあった除雪機械を配置させております。
　出動につきましては、高梨・横堀地区に降雪感知センサーの配備をしており、大仙市の出動基準により除雪を
行っております。今後も道路のパトロールを強化し冬期間の交通確保に努めてまいります。
　次に、仙北地域の道路改修の要望につきましては、堀板地区ほ場整備事業の創設換地の有効利用かと思わ
れます。現道は、舗装幅員５ｍであり、交通には支障はなく、また、交通量も少ない現状でありますので、今のところ
改修は必要ないものと考えます。今後は、創設換地を含めた道路の維持管理に努めてまいります。

【除雪対策について】
  合併前に旧神岡町で
設置した消雪パイプに
ついて、耐用年数が過
ぎて役割を成していない
ため修繕の要望があっ
たので、対応策を検討
されたい。
　また、西仙北地域内
のグリーンロードと仙北
地域の一部道路の除
雪に不備な点があるの
で、改善を検討された
い。また、仙北地域の
道路改修について要望
があったので、併せて
検討されたい。

　角間川地区の上水道整備につきましては、旧大曲市上水道事業において昭和５２年度から配水管の布設工
事を行っており、昭和５２年度には本町、中上町、愛宕町地内を整備しております。その後、道東、中野、木内地内
を整備し、平成１３年度に門目地内の整備、平成１４年度に愛宕町の宅地造成地を整備し、現在は同地域全域
で給水が可能であります。なお、同地区内には上水道整備前に設置した簡易水道を現在も使用している世帯も
あり、上水道への加入を呼びかけている状況であります。今後は、県道バイパスも供用開始されたこともあり、地域
の要望、必要性に対応し、整備計画を検討する必要があるものと考えております。
　大曲地域の下水道整備につきましては、流域下水道（大曲処理区）公共下水道整備事業として昭和５６年度
から着手しております。全体計画の内、概ね７年間を１期として工事実施する区域の事業認可を受けて、旧大曲
市中心部から順次下水道管の埋設工事を進め、２４年度で６期目が終了の見込みとなっております。最新の認可
計画は、第７期目として平成２４年度から３０年度まで大曲駅東地区及び飯田地区（大曲西道路まで）の整備を
予定しております。これまでの全体計画に対する２３年度末の事業の進捗率は、処理人口では　計画２４，２３０人
に対し、約７２パーセントの１７，５０４人の処理可能（整備済み）人口となっておりますが、整備面積及び事業費とも
に約４２パーセントの進捗率で、当初の計画からは大幅に遅れております。このままの進捗状況であれば、完了まで
はなお数十年かかることが想定され、今後も市の財政状況や国からの補助金割り当ての実状を踏まえますと、単
年度事業費の大幅な増額配分は難しいと思われ、角間川など未認可区域についての着工年度を明示すること
は難しい状況となっております。このような状況と地域の状況や世帯の家族構成の変化などを踏まえ、角間川地区
の下水道整備につきましては、現計画の集合処理型の事業実施をなお継続するのか、または、方針を転換し、個
別処理型として合併処理浄化槽設置補助事業による水洗化の促進を図るのかなどが課題となってきており、これ
らにつきまして地元の意向を踏まえながら、現実的な観点からの下水道整備の方向を検討したいと考えておりま
す。
　市道東本町中町線（延長Ｌ＝１００ｍ　幅員Ｗ＝３．５ｍ）の側溝整備につきましては、現在、雨水と生活排水を
処理するいわゆる「４００型」の側溝が両側に敷設されており、水路勾配も十分確保されております。しかし、生活
排水のヘドロが約５ｃｍ堆積して悪臭を発生しておりましたので、市で所有しているバキューム車でのヘドロ処理
作業で対応いたします。

【上下水道等の整備に
ついて】

  角間川地区の上下
水道整備、および側溝
改良について、検討さ
れたい。



だいせん市議会だより　平 25.1

３月定例会日程のお知らせ

用
語
の
解
説

【陳情・意見書】

13

議
会
の
う
ご
き

［
10
月
］

２
日　

東
京
都
東
大
和
市
議
会
厚
生
文
教
委
員
会
行
政
視
察
来
庁

３
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

４
日　

千
葉
県
野
田
市
議
会
会
派
政
清
会
行
政
視
察
来
庁

５
日　

福
井
県
鯖
江
市
議
会
会
派
公
明
党
行
政
視
察
来
庁

９
日　

第
15
回
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

10
日　

宮
城
県
塩
竃
市
ほ
か
広
域
議
長
団
連
絡
協
議
会
行
政
視
察
来
庁

      　

福
岡
県
糸
島
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
来
庁

12
日　

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

15
日　

北
海
道
千
歳
市
議
会
総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察
来
庁

17
日　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
～
19
日
）

　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
～
19
日
）

　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
～
19
日
）

22
日　

愛
知
県
名
古
屋
市
会
行
政
視
察
来
庁

24
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

25
日　

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

      　

新
潟
県
十
日
町
市
議
会
会
派
新
政
会
行
政
視
察
来
庁

29
日　

決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
正
・
副
会
長
会
議

30
日　

第
12
回
議
会
改
革
推
進
会
議

　
　
　

第
１
回
県
南
地
域
市
議
会
議
員
研
修
会

31
日　

大
地
の
会
「
会
派
行
政
視
察
」（
～
11
月
２
日
）

　
　
　

島
根
県
松
江
市
議
会
宍
道
湖
・
中
海
問
題
等
対
策
特
別
委
員
会

      　

行
政
視
察
受
入

　
　
　

愛
知
県
東
海
市
議
会
文
教
厚
生
委
員
会
行
政
視
察
受
入

［
11
月
］

１
日　

兵
庫
県
神
戸
市
会
会
派
民
主
党
行
政
視
察
受
入

５
日　

決
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
・
分
科
会
）

６
日　

決
算
特
別
委
員
会
（
分
科
会
）

８
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

９
日　

会
派
代
表
者
会
議
、
決
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
）

　
　
　

第
７
回
議
員
定
数
検
討
委
員
会

　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

12
日　

第
16
回
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

大
曲
青
年
会
議
所
と
の
「
市
政
懇
談
会
」

13
日　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

　
　
　

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

14
日　

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟
研
修
会

　
　
　

秋
田
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

19
日　

埼
玉
県
行
田
市
議
会
会
派
し
ん
り
ょ
く
会
行
政
視
察
来
庁

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

26
日　

青
森
県
中
泊
町
議
会
行
政
視
察
来
庁

29
日　

第
４
回
定
例
会
（
第
１
日
）、
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

30
日　

大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

［
12
月
］

７
日　

第
13
回
議
会
改
革
推
進
会
議

10
日　

第
４
回
定
例
会
（
第
２
日
）、
議
会
運
営
委
員
会

11
日　

第
４
回
定
例
会
（
第
３
日
）、

　
　
　

大
仙
市
自
殺
対
策
を
考
え
る
議
員
の
会
研
修
会

12
日　

各
常
任
委
員
会
審
査

13
日　

第
17
回
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

18
日　

第
４
回
定
例
会
（
第
４
日
）

　
　
　

会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　

政
治
倫
理
条
例
検
討
委
員
会

２月 25 日（月）本会議第１日（施政方針演説・議案上程等）
３月 ５ 日（火）本会議第２日（一般質問）対面式一問一答方式
       ６ 日（水）本会議第３日（一般質問）
       ７ 日（木）本会議第４日（当初予算質疑・議案質疑・　　　
　　　　　　              　　　　　　           委員会付託）
       ８ 日（金）・11 日（月）・12 日（火）  常任委員会審査
　　 15 日（金）本会議第５日（委員長報告・質疑・討論・表決 )
　※ 現時点での予定であり、変更される場合があります。

　　変更内容は随時、議会ホームページでご案内しています。

総務大臣感謝状を受賞
　10 月 26 日に開催された「総務大臣感謝
状贈呈式」において、橋本五郎議員が在
職 35 年以上によ
り、「市区町村議
会議員総務大臣感
謝状」を受けられ、
第４回定例会１日
目の本会議開会前
に鎌田正議長より
伝達されました。
受賞おめでとうご
ざいます。

【
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）】
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。
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る
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に
、
所
管
の
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。

　

審
査
経
過
は
委
員
長
報
告
を
経
て
議
会
の
議
決
事
項
と
な
り
ま
す
。

《陳　情》
◆介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求めることについて　【継続審査】
　提出者＝秋田県医療労働組合連合会 執行委員長　中村秀也
◆安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を
　求めることについて　　　　　　  　　　　　　　　　　　　【継続審査】
　提出者＝秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　中村秀也
◆「教育費無償化」の前進をもとめることについて　　　　　【不採択】
　提出者＝秋田県ゆきとどいた教育をすすめる会　会長　沼田敏明
◆「ゆきとどいた教育」の前進をもとめることについて　　　【不採択】
　提出者＝秋田県ゆきとどいた教育をすすめる会　会長　沼田敏明
◆国に、生活保護基準の引き下げをしないことを求めることについて 【不採択】
　提出者＝秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　淳
◆消費税増税に関することについて　　　　　　　　　　　　【不採択】
　提出者＝秋田県商工団体連合会　会長　小玉正憲
◆年金引き下げの中止を求めることについて　　　　　　　　【採択】
　提出者＝秋田県労働組合総連合　議長　佐々木章外２名
◆地域経済と雇用対策強化のため地方財政の充実・強化を求める
　ことについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【採択】
　提出者＝連合秋田大曲地域協議会　議長　佐々木郁馬

《意見書》※１
●年金引き下げの中止を求める意見書
●地域経済と雇用対策強化のため地方財政の充実・強化を求める意見書
※上記意見書は、常任委員会の提案により議決し、内閣総理大臣はじめ
　 各関係大臣に提出しました。



Jan.2013　DAISEN　City　Council　News

だ
い
せ
ん
市
議
会
だ
よ
り
　
 第
３
１
号
　
      　

 ■
発
行
/
大
仙
市
議
会
　
〒
014-8601

　
秋
田
県
大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
 １
号
　
　
T
E
L
0187-63-1111

（
代
）　
編
集
/
大
仙
市
議
会
報
編
集
委
員
会
　
　
　

印
刷
／
（
資
）
精
巧
堂
印
刷
所
　

 
 
 
 

市
議
会
を
傍
聴
し
て

　

12
月
10
日
に
私
は
市
議
会
を
傍
聴
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
退
職
公
務
員

連
盟
大
曲
支
会
の
勉
強
会
の
一
つ
の
行
事
で
あ
る
。

　

午
前
中
、
４
人
の
議
員
の
皆
様
の
一
般
質
問
と
、
栗
林
市
長
の
答
弁
を
拝
聴
し
た
。

最
初
に
感
じ
た
こ
と
は
、
議
員
の
諸
氏
が
良
く
勉
強
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
大
仙
市
の
将
来
や
市
民
の
よ
り
良
い
生
活
を
願
っ
て
の
質
問
で
あ
っ

た
。

　

例
え
ば
、
災
害
時
の
安
全
・
安
心
対
策
と
か
、
仙
北
組
合
総
合
病
院
改
築
後
の
市
の

関
わ
り
方
と
か
で
あ
る
。
我
々
市
民
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
部
分
で
も
あ
る
。
市
長
の
答
弁
も
丁
寧
で
懇
切
で
あ
っ
た
。

　

市
議
会
で
は
重
要
な
問
題
が
話
し
合
わ
れ
て
も
、
そ
の
内
容
が
市
民
に
伝
わ
っ
て
来

な
い
こ
と
が
不
思
議
で
あ
る
。
も
っ
と
市
議
会
の
内
容
を
市
民
に
伝
え
る
方
法
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
傍
聴
し
て
い
て
一
番
気
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　

 
　
　
　
　

大
曲　

三
浦　

道
雄

　

当
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
で
は
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
５
年
程
前
か
ら

市
の
議
会
傍
聴
を
お
願
い
し
、
会
場
の
関
係
か
ら
人
数
を
制
限
し
て
、
各
単
位
ク
ラ
ブ

か
ら
２
～
３
名
と
し
、
20
名
前
後
で
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
「
議

会
だ
よ
り
」
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
以
前
に
目
を
通
し
て
い
た
時
よ
り
何
倍
も
そ

の
議
会
の
雰
囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の
効
果
が
高
く
て
議
会
が
始
ま
る
と
、

そ
の
後
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
待
ち
遠
し
く
て
、
目
を
通
す
と
実
際
に
傍
聴
し
て
お
ら

れ
る
か
の
よ
う
に
発
言
者
と
答
弁
さ
れ
る
側
と
の
雰
囲
気
が
分
か
り
、
毎
回
特
別
に
感

心
を
持
ち
な
が
ら
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
市
の
広
報
と
合
わ
せ
て
大
仙
市
の
動

向
、
ま
た
、
現
状
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
本
当
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
後
も
毎
年
１
回
計
画
す
る
市
の
「
議
会
傍
聴
」
に
一
人
で
も
多
く
順
番
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
よ
う
単
位
ク
ラ
ブ
へ
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
会
場
な
の
で
、
毎
回
の
事
は
良
く
分
か
ら
な
い
が
、
も
う
少
し
、
傍
聴
席

の
拡
張
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

四
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屋　
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操

　
　

大
仙
市
の
「
定
数
削
減
」
に
つ
い
て

　

大
仙
市
で
議
会
の
定
数
を
削
減
し
た
（
30
か
ら
28
）
と
い
う
「
さ
き
が
け
」
の
記
事

を
見
ま
し
た
。
議
員
さ
ん
の
「
首
を
覚
悟
」
の
決
定
だ
か
ら
「
身
を
削
る
」
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
っ
た
ら
、
た
っ
た
の
２
で
な
く
10
も
20
も
削

れ
ば
良
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
な
ぜ
、
２
な
の
か
少
し
疑
問
に
お
も
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
30
の
今
の
定
数
で
充
分
な
の
で
し
ょ
う
か
。
合
併
の
時
の
１
０
０
以
上

と
い
う
の
は
多
す
ぎ
ま
す
が
、
そ
の
時
定
数
を
決
め
、
市
民
の
た
め
に
議
会
活
動
を
し

て
い
る
の
だ
っ
た
ら
、
自
分
の
行
動
や
議
員
と
し
て
の
活
動
に
誇
り
を
持
つ
べ
き
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
姑
息
に
見
え
る
（
失
礼
）
「
２
削
減
に
賛
成
し
た
議
員
」
は
、
素
直
に

や
め
て
い
た
だ
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
館　

60
代　

男
性

市
民
の
声

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
早
い
も
の
で
東
日

本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
２
年
が

経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
な

お
不
自
由
な
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ

て
い
る
方
々
に
改
め
て
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
い
ち

早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し

て
議
会
運
営
委
員
会
が
兼
務
し
て

い
た
議
会
報
編
集
委
員
会
か
ら
、

新
た
に
議
会
報
編
集
委
員
が
選
任

さ
れ
て
か
ら
丸
１
年
の
区
切
り
と

な
る
４
号
目
の

「
市
議
会
だ
よ
り
」

と
な
り
ま
し
た
。
議
会
が
ど
ん
な

活
動
を
し
て
、
ど
ん
な
議
論
が
さ

れ
て
い
る
の
か
を
皆
さ
ま
に
伝
え

る
こ
と
も
議
会
と
し
て
大
き
な
役

割
の
一
つ
と
心
得
、
よ
り
分
か
り

易
く
、
よ
り
読
み
易
い

「
議
会
だ

よ
り
」
を
作
成
す
べ
く

「
市
民
の

声
」
や

「
用
語
の
解
説
」
な
ど
の

新
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
レ
イ
ア
ウ
ト

も
工
夫
を
凝
ら
し
て
参
り
ま
し
た

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま
だ

至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
議
会
の
動
き
を
し
っ
か

り
伝
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
架

け
橋
と
な
る

「
議
会
だ
よ
り
」
に

な
る
よ
う
作
成
し
て
参
り
ま
す
の

で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
い

ま
す
。
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大仙市のパワースポット（神岡・中仙地域）

中仙地域「水神社の杉」
　延宝５年（1677）に出土した秋
田県唯一の国宝の鏡を御神体とし
てまつり、その翌々年、参道の両
側に杉が植えられた。昭和１８年
戦時体制の中で造船用材として大
部分伐採されたが、残っている４
本は植えられた年代がはっきりし
ている。

中仙地域「一里塚の皀
さいかち

莢」
　慶長９年（1604）に幕府の命に
より街道を整備して一里塚を築く
よう定められ、白岩街道や盛岡に 
通じる南部街道には主にサイカチ
が植えられた。この一里塚は旧羽
州街道の六郷一里塚から６つ目の
一里塚である。推定樹齢 400 年。

神岡地域「
ほうぞうじ

寶蔵寺の欅
けやき

」
　この欅は樹高約３５ｍ、胸高周
囲１０ｍ、樹枝は直径２８ｍのほ
ぼ円形を為しており、樹齢はおよ
そ 500 年といわれ古い歴史を物語
る名木である。

神岡地域「熊野神社の大
おおいちょう

銀杏」
　神社殿は元禄元年現在地に移っ
た。 安 政 ６ 年（1859） の も の で、
境内の大銀杏の古木は弘法大師が
巡錫の折、立てた枝が根付いたと
いう伝説がある。

〈次回は大曲・南外地域〉

何百年も生き続け私達人間を見守って来た巨木からは私達に生きる力を与えてくれます。


